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図書館よりお知らせ

① 冬休みの図書館開館日

１２月 ２４（火）・２６（木）・２７（金）

１月 ７（火）
（１２月２５日（水）、２８日（土）～１月６日（月）は休館します。 ）

開館時間 ９：００～１７：００
＊ 都合により開館日時が変更になることがあります。

② 冬休み特別貸出

１２月１６日（月）より特別貸出期間となります。

返却日 １月９日（木）

貸出冊数 ２０冊まで

第２回読書会報告

１１月１２日（火）放課後、図書室において第２回読書会でビブリオバトルを開催し

ました。参加者は１１名、観戦者は４名でした。

チャンプ本には『六法推理』（五十嵐律人）、『近畿地方のある場所について』（背筋）、

『母性』（湊かなえ）の３冊が選ばれました。その他に紹介された本は以下の通りです。

『史記』（横山光輝）、『笑い神』（中村計）、『後宮の検屍女官』（小野はるか）、『犬と私

の１０の約束』（川口晴）、『熱源』（川越宗一）、『トラペジウム』（高山一実）、『西の魔

女が死んだ』（梨木香歩）、『アーモンド』（ソン・ウォンピョン）



新着図書案内

新しく図書館に入った本を紹介します。貸出中の時は予約ができます。

小 説

『生殖記』朝井 リョウ

『真夜中法律事務所』五十嵐 律人

『藍を継ぐ海』伊与原 新

『愛しさに気づかぬうちに』川口 俊和

『スターゲイザー』佐原 ひかり

『穢れた聖地巡礼について』背筋

『新しい恋愛』高瀬 隼子

『レーエンデ国物語』多崎 礼

『短物語』西尾 維新

『リラの花咲くけものみち』藤岡 陽子

『わたしの知る花』町田 そのこ

『スイマーズ』ジュリー・オオツカ

『死の森の犬たち』

アンソニー・マゴーワン

社 会

『ハマスの実像』

『北朝鮮に出勤します』

『引き裂かれるアメリカ

トランプをめぐるZ世代の闘争』

『元国税局芸人が教えるわかる、得する!

超やさしい税金の教科書』

『フェイクニュースを哲学する』

『テヘランのすてきな女』

『介護格差』

歴史・地理

『中学生から知りたいパレスチナのこと』

『ナチズム前夜』

『イラク水滸伝』

『考えごとしたい旅

フィンランドとシナモンロール』

小論文・進路

『どんな試験にも対応可能な書き方が身につく万能小論文』

『小論文これだけ! 食物栄養・被服・幼児教育・ライフデザイン超基礎編』

『総合・推薦入試面接で逆転合格』

自然科学・環境

『南海トラフ地震の真実』

『深海ロボット、南極へ行く』

『脳は眠りで大進化する』

『「ほどほどの医療」でいこう』

『レッドリスト・プラネット』

『これでわかるPFAS汚染』

料 理

『世界の朝ごはん』

『弁当にも使えるやる気1%ごはん作りおき』

『常識やぶりのアイデアおやつ』

芸 術

『日本人が知らない世界遺産』

『江戸十八大浮世絵師』

マンガ

『呪術廻戦 28』

『文豪ストレイドッグス

太宰、中也、十五歳 ４』

『ブルーロック 31』

『数字で遊ぼ。 12』

『満州アヘンスクワッド 18』




